
（別紙４）

～ 2026年3月31日

（対象者数） 4 （回答者数） 1

～ 2026年3月31日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 2026年3月31日

（対象数） 4 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問支援の実績回数を重ねる仕組みを整えていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問先施設への信頼関係を作りあげていく工夫が必要

2

3

○事業所名 こどもプラス大網白里教室

○保護者評価実施期間 2026年3月20日

○保護者評価有効回答数

2026年3月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年2月15日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問の実績が少ない 近隣地域の保育所訪問事業の周知が難しい

５年以上の児童指導員がアセスメントし利用児童の特性や

背景を考慮しながら個別支援計画書を作成することができ

る。

発達特性を研修や現場での支援から学ぶ。スタッフ間での

情報共有を活発にすることによりスキルアップをはかって

いる。

事業所における自己評価総括表公表


